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No. テーマ 内容 教員名

143
ヒューマンコミュニケーションを学ぼう
― 患者に寄り添える医療⼈となるための気
づき体験型学習 ―

薬剤師は、医療⼈の⼀員として知識や技能ばかりでなく、患者や他の医療スタッフとうま
くコミュニケーションできることが望まれています。できるだけ患者に寄り添い、患者と
共に病に向き合うホスピタリティーマインドにあふれた薬剤師をめざし、基本的コミュニ
ケーション能⼒を気づき体験型学習から学びましょう。

⻘柳 裕

144 痛みとくすり

「痛み」は、誰しもが経験したことのある⾮常に不快な感覚です。痛みは、⽣体の異常の
警告信号という重要な役割を担っている⼀⽅、患者さんの⽣活の質（⽇常⽣活の満⾜度）
や闘病意欲の低下を導くため、そのコントロールは⾮常に重要です。痛みには様々な原因
があり、市販の鎮痛薬では効かない痛みもあります。本授業では、痛みの伝達と、その制
御に関わる鎮痛薬の作⽤機序に関して、分かり易く概説します。

安東 嗣修

145 くすりの歴史

⼈々は⼤昔から、⼤⾃然の中で草⽊や⽊の実などを採取して⾷糧としてきました。その経
験の中で⾷べられるものと毒になるものを区別し、便秘の時には下痢をする草⽊を⾷べて
症状を治す知恵を⾝につけてきました。実際、1万数千年前の縄⽂⼈たちの住居跡からくす
りに使ったと思われるキハダ（ミカン科の落葉⾼⽊）が発⾒されています。⽇本のみでは
なく世界におけるくすりの歴史をわかりやすくご紹介します。

池⽥ 義明

146 薬学と有機化学

薬の多くは有機化合物でできています。その有機化合物について勉強する科⽬が有機化学
です。有機化学は、誕⽣してからまだ200年ほどしかたっていないにも関わらず、2000万
種類以上の化合物が作られています。さらに、驚くことに、これらの多くは、炭素、⽔
素、酸素、窒素など数種類の元素の組み合わせで構成されています。この有機化学の誕⽣
と発展、さらに、薬剤師にとっての有機化学についてお話します。

今井 幹典

147 薬とサプリメントと情報

薬は症状にあった正しい薬を正しい時間に正しい⽅法で使わなければ意味がありません。
薬を正しく使うということは、病気を早く治すことにもつながります。また、最近、ブー
ムであるサプリメントも、薬との飲みあわせによっては⾝体に悪い作⽤を及ぼすこともあ
ります。この授業では、⽇常⽣活において、処⽅薬、⼤衆薬、サプリメントを正しく安全
に使⽤できるように基本的な知識を⾝につけてもらう内容を盛り込んで講述します。

⼤嶋 耐之

148 くすりの⾝体の中での動き

病院で処⽅されたり薬局で販売されているくすりの形や使い⽅は様々です。最もよく使わ
れている⼝からくすりを飲み込む⽅法は簡単で便利な⽅法です。くすりを飲み込んだ後、
くすりは体の中でどうなるのでしょうか。⼀般的なくすりの⾝体の中での動きについてお
話します。

太⽥ 欣哉

149 くすりの形と施されている⼯夫

「くすり」と聞くと、錠剤やカプセル剤、⽬薬といったものが思い浮かぶのではないで
しょうか。このような「くすり」は「製剤」といい、錠剤やカプセル剤、貼り薬、⽬薬と
いった「くすりの形」のことを「剤形」といいます。病気を治す効果を⽰すのは「くす
り」の中の病気を治す化合物（有効成分）ですが、くすりは有効成分だけで造られている
わけではありません。有効成分が安全で使いやすい「製剤」になるためには、様々な⼯夫
がなされています。授業では、くすりの形と製剤に施されている⼯夫について紹介しま
す。

⼩川 法⼦

150 酸化と還元・電気化学の話

ビタミンCなどの広告で「抗酸化作⽤」という⾔葉を⾒かけたことはありませんか？抗酸化
作⽤とはどんな働きでしょうか。酸化されやすい・酸化されにくい、とはどのように測定
されるのでしょうか。⾼校⽣のみなさんにお馴染みのボルタ電池・ダニエル電池から出発
して、実際の電気化学測定法をのぞいてみましょう。

奥村 典⼦

151 ピロリ菌の話

ピロリ菌は、胃の中に⽣息する細菌で、⽇本⼈では50歳以上の⼈の80％近くがピロリ菌に
感染しているといわれています。ピロリ菌はどのような特徴をもった細菌なのか、ピロリ
菌に感染していることをどうやって調べるのか、ピロリ菌の除菌治療にはどのような薬が
使われているのかについてお話します。

⼩幡 由紀

薬学部
薬学科
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152 物理的な⼒が臓器の働きを変える

2022年のノーベル医学・⽣理学賞は、温度や圧⼒のセンサー分⼦の発⾒でした。私たちの
体を構成する臓器や細胞は、⼼拍・⾎流・呼吸・運動・臓器の動き等によって、常に物理
的な⼒にさらされています。例えば、⼼臓は、⾼⾎圧や⼼拍数の増加に対して、形や機能
を変化させ⾎液ポンプ機能を増⼤させます。また、⾻格筋は、運動により太く強くなり、
寝たきりになると痩せ細ります。ここでは、⼼臓や⾻格筋を題材に、物理的な⼒が臓器の
働きを変えるしくみを、基礎医学から病気の発症のしくみまで、最先端研究成果を交えな
がら、わかりやすくお話します。

⽚野坂 友紀

153 抗⽣物質の効かない細菌ってなに？

ペニシリンなどの既存の抗⽣物質が効かない細菌（耐性菌）が世界各地で広がっており、
⼤きな社会問題となっています。抗⽣物質が効かない原因の⼀つに細菌の菌体内で抗⽣物
質を分解して不活化する酵素の産⽣が挙げられます。この授業では、抗⽣物質の歴史や最
新の耐性菌の情報も含め、どうして抗⽣物質が効かなくなるのかをわかりやすく紹介しま
す。

⿊崎 博雅

154 薬の効き⽅（個⼈差と遺伝的多型）

多くの薬はヒトの体の中に吸収されたあと、薬物代謝酵素という酵素によって代謝され構
造が変化したのちに体の外に排泄されます。この薬物代謝酵素には、活性の強いヒトと弱
いヒトがある場合が知られています。ちょうど、お酒に強いヒトと弱いヒトのような個⼈
差と似ています。このような、薬を代謝する働きの個⼈差によって、どのようなことが起
こるのかを説明したいと思います。

佐伯 憲⼀

155 どうしてメタボを予防しなければならない
の？

皆さんのお⽗さんやお⺟さん世代、あるいはおじいさんやおばあさん世代の中には、⾎圧
や⾎糖値が⾼かったり、⾎中脂質が多い⽅が結構たくさんいることをご存知ですか?お腹周
りに脂肪がつくことをきっかけに、⾼⾎圧や⾼⾎糖、脂質異常となることをメタボリック
シンドロームと⾔い、近年、TVや新聞、雑誌等では略して「メタボ」と呼ばれています。
メタボと判定され治療を勧められた⽅の中には、通院を⾯倒くさがったり、「⾃⼒でその
うち改善するから」と受診すらしない⽅もいらっしゃいます。でも、本当にそれでいいの
でしょうか?答えはもちろん「ダメ」ですよ。
なぜ⼈は年を取るとメタボになってしまうのか?⾎圧や⾎糖値が⾼くなると、体にとってど
んなデメリットが出てくるのか? 脂質の値が⾼いことは、本当に悪いことなのか? メタボ治
療で薬を服⽤する理由は何？この講義では、そんな「どうして?」の答えをやさしく解説
し、メタボ予防の意義についてお話します。

坂梨 まゆ⼦

156 栄養素、構造組織体
そして第3の⽣命鎖として働く糖

炭⽔化物や糖と聞いてみなさんは何を思い浮かべますか。糖は主要なエネルギー源であ
り、植物細胞の細胞壁や植物繊維の主成分であり、私たちのからだの構成成分として主に
タンパク質や脂質に結合して様々な⽣命現象に関わっています。ここでは、糖の多彩な構
造や機能について基礎から最先端の話題を提供します。

篠原 康郎

157 超⾼齢社会での医療・ケア

わが国は2007年に65歳以上の⼈⼝が21％を占める超⾼齢社会になりました。2025年には約
30％に達するそうです。ゲノム科学の進歩など、医療は⾼度化・専⾨化しました。しか
し、⼼臓・肺などのように臓器別の分断化された医療だけでは患者さんを⼀⼈の⼈格とし
て⽀えきれません。医師・薬剤師・看護師など、⼀つの職種のみでは適切な医療・ケアは
できません。⾼齢者の尊厳と⾃律を⾝体・精神・社会・スピリチュアルな⾯から包括的
に、多職種協働で⽀える⽼年医学の⽴場から今後の医療・ケアについてお話しします。

千⽥ ⼀嘉

158 医療現場における『チーム医療』って何？

最近、ニュースでよく“働き⽅改⾰”という⾔葉を⽿にしたことはありませんか？
⽇本⼈は昔から、休みをとらず、働きすぎだといわれてきました。この課題を解決するた
めには、⼀⼈ひとり、個々のライフスタイルにあわせた働き⽅により、それぞれが活躍で
きる環境をつくることが⼤事になります。現在、医療の現場では、医師の業務負担がとて
も⼤きくなってきており、多職種で業務を分担する必要がでてきました。『チーム医療』
とは、⼀⼈の患者さんに対してさまざまな医療スタッフが連携し、協働しながら取り組む
ことを意味します。薬学部での学びは、薬剤師が『チーム医療』において重要な役割を果
たすための準備となります。基礎薬学や臨床薬学などの必要な知識とコミュニケーション
能⼒などのスキルを⾝につけることで、患者の治療効果を最⼤化し、医療チーム全体の効
率を向上させることができます。このセミナーでは、医師、薬剤師、看護師、栄養⼠な
ど、それぞれの医療スタッフが、どのように患者に向き合って治療をすすめていくかにつ
いてお話しします。

⾼橋 昌明

159 DNAの話

⽣物の遺伝情報を担う物質であるDNAが2重らせん構造をもつことがわかってから、ヒトの
細胞がもつ遺伝⼦の総体であるヒトゲノムが解読されるまで50年かかりました。むしろ50
年しかかからなかったのは驚きですが、DNA解析技術は最近さらに進んでいます。なぜ
DNAが注⽬を集めるのか、どんな役にたつのかお話しします。

⽥平 知⼦
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160 細菌が泳ぐ仕組み

細菌は、⼤きさが数マイクロメーターという⾮常に⼩さい⽣き物です。⼩さくても細菌は
動くことができ、⽔の中を泳いだり、表⾯を這ったりできます。そこで、細菌が動く仕組
みについてお話しします。さらに、泳ぐと⾔っても適当に泳いでいるわけではありませ
ん。ちゃんと外の環境を感じ取って、⾃分にとって好ましい⽅向へと移動するのです。動
きをコントロールする仕組みについてもお話しします。

寺島 浩⾏

161 ⾃然は薬の宝箱

⼈間は進化の過程から⾝近な動植物をクスリとして⽤いてきました。現在使われているク
スリの多くは、その経験が原動⼒になって開発され、利⽤されています。また、多種多様
な種類のクスリがあるのは⾃然界に多種多様な物質（化合物）があるからで、その多様性
は⽣物の多様性から⽣み出されています。講義では、多様な⽣物の中からどうやってクス
リのもとになりそうな動植物をみつけ、そこからクスリの候補となる物質を特定してクス
リに結びつけてきたか、⾃然の中にあるクスリの素について化学の⽴場からお話します。

162 温故知新の漢⽅薬の話

漢⽅は、約2000年前に書かれた古典をもとに、7世紀頃から⽇本の気候⾵⼟と⽇本⼈の⽣
活に合うように発展してきた⽇本の伝統医学です。体の仕組みや病気、物質に関する科学
が全く未発達だった時代に医学体系を作って⼈々の健康を守ってきました。そこで使われ
る漢⽅薬は、未だになぜ効果があるのか解明されていない部分が多く残っています。にも
かかわらず、現代医学で対応しきれない病気になぜか効果があり、医療現場でも⽋かせな
いものになっています。講義では、昔の⼈は病気についてどう理解して治療しようとした
か、その考え⽅と、漢⽅薬の効果を先進医療に組み込もうという新しい漢⽅薬の利⽤の考
え⽅について、漢⽅薬に使われる⽣薬や薬⽤植物の形・匂い・味なども五感で確かめても
らいながらお話します。合わせて漢⽅医療の根底に流れる患者に寄り添う医療についても
考えます。

163 傷は乾かした⽅が早く治るか？
湿らした⽅が早く治るか？

傷は乾かすよりも清潔にし、湿った状態に保った⽅が早く治ることをご存知でしょうか。
傷を治す時には軟膏を使います。使い⽅次第で傷を早く治せます。軟膏を⼿に塗って感触
を試しながら、傷を治すときにどのような軟膏を使ったら良いのか、軟膏にはどのような
成分が含まれているのか解説します。

164 くすりが素早く溶けるしくみ
くすりは「すぐ溶けて、よく効く」と⾔うように素早く溶けることが⼤切です。くすり
は、溶けにくいものが多いので、溶けやすくする⼯夫が必要なのです。溶けにくいくすり
を溶けやすくする⽅法について学んでいきましょう。

165 くすりと飲み物の「飲み合わせ」

くすりはコップ1杯の⽔か⽩湯（湯冷まし）で飲みましょう。きっとみなさんも聞いたこと
があると思います。それでは、⽔以外の飲み物でくすりを飲んだ場合、何が起こってしま
うのでしょうか？⽜乳やジュースといった⾝近な飲み物とくすりの「飲み合わせ」を分か
りやすく解説します。講義を通して、くすりが体の中でどのように溶け出して、吸収され
るのか（くすりの⽣体内運命ともいいます）についての理解がぐっと深まりますよ。

等 浩太郎

166 くすりはなぜ「効く」のでしょう？

頭が痛いときは頭痛薬を飲みますし、⾵邪を引いたときは⾵邪薬を飲んだりすると思いま
す。当たり前ですが、頭痛薬を飲むと頭痛が治りますし⾵邪薬を飲むと⿐づまりなどが良
くなります。しかし、この「当たり前」はなぜ起こるのでしょうか？この授業では、⾝体
のしくみをほんの少しだけ詳しく知ることによって、「当たり前」を「科学」として理解
できるようにしてみたいと思います。みなさんのからだは、精密機械以上に複雑なしくみ
によって動いていることを理解して頂くことによって、⾃分の⾝体にも少しだけ興味を
持って頂ければありがたいと思います。

福⽯ 信之

167 テーラーメイド薬物治療学⼊⾨

テーラーって何か知っていますか？テーラーとは「（紳⼠服・コート類を注⽂で作る）洋
服屋、仕⽴屋」のことです。テーラーメイド薬物治療とは、洋服屋さん(tailor)がお客さん
の体型にピッタリ合った⾐服を仕⽴てる(made)ように、⼀⼈ひとりの患者の⽣理的状態や
疾患の状態などを考慮して、患者個々に薬物治療法を設定する医療のことです。

⽔⾕ 秀樹

168 脳に働く油脂

⿂を⾷べると頭が良くなるという話は聞いたことがあると思います。⿂にはDHAやEPAと
云った脂肪酸が多く含まれており、それらが脳機能と関係していることが明らかになって
います。このように⾷べる油脂の種類で脳機能を含めた⽣体への影響が⾊々あります。で
は、これら油脂はどのように働いているのか？現在も様々な研究によって解明が進められ
ています。これらの最新の知⾒を含めて平易に紹介したいと思います。

宮澤 ⼤介

野⽥ 康弘

永津 明⼈
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169 クスリとの付き合い⽅
クスリをリスクにしないために、物質を情報でコントロールし患者のために扱う仕事が薬
剤師。薬剤師から、皆さんに伝えたい、クスリとより安全に付き合うためのポイントを3つ
伝授したいと思います。

⽮野 玲⼦

170 脂肪細胞と肥満

肥満は脂肪細胞に中性脂肪が過剰に蓄積した状態であり、様々な⽣活習慣病の要因となり
ます。脂肪細胞の中には脂肪滴とよばれる袋があって、その中にどれだけの脂肪が溜まる
かによって肥満と痩せが決まるのです。それでは脂肪はどのように脂肪滴に蓄えられ、ど
のように分解されるのでしょうか。そしてからだのエネルギーバランスに脂肪細胞はどの
ような役割を果たしているのでしょうか。授業では脂肪の蓄積と分解の機構など、脂肪細
胞のはたらきについて説明します。

⼭⼝ 智広

171 肥満とダイエットと病気

近年、肥満（BMI≧25.4kg/m2）の頻度は、増加しています。これと同時に、コレステ
ロール値、⾎糖値も⾼い成⼈が増えています。これらは、⽣活習慣に密接に関係し、⾷⽣
活の欧⽶化と運動量の低下にあるようです。これらの病気の⼤敵は、1つには肥満です。で
も、間違ったダイエットをすると、かえって病気を引き起こすこともあります。将来、メ
タボにならないために、肥満とダイエット、病気について⼀緒に考えてみましょう。

吉川 昌江

172 環境の多様性から⽣まれる⽣態系の多様性

移動することができない植物は、他の植物との⼟地や⽔、養分、⽇光をめぐる競争に常に
さらされます。積極的に戦って勝ち抜こうとする植物がいる⼀⽅で、戦うのをできるだけ
避けて、ひっそりと⽣きる道を選んだ植物もいます。東海地⽅の平野の周辺には⼩さな湿
地がいくつもあり、⼟壌も⽔も栄養が乏しいため、普通の植物は⽣育が難しい場所です
が、競争したくない植物には都合がよい場所です。そのため独特な⽣態系が成⽴してい
て、⾷⾍植物や、私たちが「⾼⼭植物」として知っているものから分化した種もいます。
夏がこんなに暑い場所なのに⾼⼭植物？ 環境の多様性が⽣態系の多様性を⽣む⾯⽩さを
お話しします。

吉⽥ 耕治

173 環境にやさしい化学

地球環境とその汚染に関連する問題は、近年重要なテーマの⼀つに上げられています。⼤
学のような研究機関であっても例外ではなく、全ての⾯において今や環境問題を踏まえた
⽅法論の確⽴が重要視されています。ここでは、有機化学の⽴場から最近⾏われている取
り組み、また環境にやさしい化学反応等を紹介いたします。

渡邉 真⼀
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